
 1 

 
第１５５回 （平成２２年度第４回）理事会議事録 

 
財団法人 神奈川県スキー連盟 

 
 
１．日     時： 平成２２年９月４日（土）１０：００～１１：３０ 
２．場     所： 神奈川県社会福祉会館２階第２会議室（横浜市神奈川区沢渡４－２） 
３．出 席 理 事： （副 会 長）佐藤 嘉彦、山田  力、片  忠夫 
           （専務理事）上田 英之 
           （常務理事）清水  忠、木村 徳善、徳本  進、吉岡 去私 
           （理  事）金子 理人、国島みどり、本田 衛義、高柴 一彦、岡田 良平、 
                 小池  光、佐々木生道、森本 珠水、中村 浩人、大澤 康之、 
                 伊藤 敏光、黒川 正孝、和田 幸一、吉野 大成 
     欠席理事： （会  長）河野 太郎 
           （理  事）青木 文明、 
４．出 席 監 事： 井上 敏郎、内海 雄三 
５．議 長 選 出： 上田 英之専務理事を指名 
６．議事録署名人選出：小池 光理事、吉野 大成理事を選出 
７．書     記： 佐久間 容子広報委員を指名 
８．議     事 
 
   議事に入る前に、佐藤副会長から今日は午後の要綱説明会も含めて、丸1 日の行事となるが、宜し 
  くお願いします。午後からは我々の意がきちんと伝えられるよう頑張ろう。そのためにもしっかり議

論をして午後の説明会に備える必要がある。上田新体制になりいろいろ改善された点はあると思うが、

昨年の評議員会で横浜市協から要望のあった県連行事の市協移行の件や先日の評議員会で草薙評議員

から厳しい指摘のあった事項への対応など、執行部内でどこまで検討されているのか。きちんと｢報・

連・相｣を行うよう執行部の皆さんにお願いしたい旨の挨拶があった。 
 
 １）教育本部 
 （１）報告事項 
    木村本部長より、次の通り報告があり、了承された。 
   ①各種報告・SAK 関係 
    ア 教育部会の開催（７月３１日、８月１４日、２８日） 
      行事等の流れ、各担当配置、SAK ツール作成、ツール説明会等 
    イ 強化委員会（８月３日） 
      強化行事について 
    ウ 南関東スノーボード技術選大会打合せ （小池理事） 
      大会運営の打合せと視察を兼ねて、現地で行った。 
 
 （２）審議事項 
   ①南関東スノーボード技術選手権大会の開催地変更について 
    木村本部長より、南関東スノーボード技術選手権大会の開催地を石打から上越国際スキー場に変

更する旨の提案がなされ、合わせて小池理事より、現地にて打合せしコース整備、大会運営費を含

めた内容報告があり、承認された。 
   ②拡大会議（９月２５日）の講師について 
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    木村本部長より、９月２５日（土）教育本部拡大会議の講師を伊東秀人氏に依頼中である旨の提

案がなされ、承認された。 
③指導員研修会理論（１１月１３日）の講師について 

木村本部長より、１１月１３日の指導員研修会の講師にアルペン有名選手等を検討中である旨の

提案がなされ、承認された。 
④スノーボード指導者規程第１３条及び第２５条の特別合格による資格推薦について 

小池理事より、下記の２名をスノーボード指導者規程第１３条及び第２５条の特別合格による推

薦する旨の提案がなされ、承認された。 
指導員  大石 宏行 （川崎スノーボードクラブ） 
準指導員 丸山 昌生 （川崎スノーボードクラブ） 

 
 ２）競技本部 
 （１）報告事項 
    吉岡本部長より、次の通り報告があり、了承された。 

 ①アルペン委員会開催： ８月２８日 
②市町村対抗スキー競技会の現地打合せ：８月２９日 

 
 （２）審議事項 
   ①ジュニア合宿J2 の中止について 
    吉岡本部長より、今年度のジュニア合宿を２回から１回に変更する。理由は経費の削減であるが、

さらに今年度は自分のクラブ行事に参加し、クラブの活性化に努めてもらう旨の提案がなされ、承

認された。 
 
 ３）総務本部 （配布資料：第１５５回理事会資料｢総務本部｣、事務手続き要綱説明会資料、 

ＳＡＫツール２０１０年正誤表） 
  （１）報告事項 
    徳本本部長及び各担当理事より、下記の報告があり、了承された。 
   ①慶弔関係  ８月２３日 山口県連池田会長死去 弔電 
   ②資金運用状況 
    金子理事から、本年度８月末現預金残高５，８７９，５１５円との報告があった。 
   ③登録状況 
    本田理事から、８月末現在、６８名の登録があった。 
   ④協賛会員拡大委員会 

            本田理事から、協賛企業へ行事案内と振込み用紙を送付したとの報告があり、了承された。 
   ⑤ＨＣ委員会 

        国島理事から、平成２２年度スポーツ振興くじ助成金一部の５０万円が入金。備品などの購入

に使用する予定。ハンディキャップセミナー日程が１１月１４日から１１月２７日に変更。SAK
ツール２０１０正誤表にも記載した。本日の要綱説明会で行事ボランティア及び賛助金のお願い

を配布予定。 
   ⑥広報委員会 

        徳本本部長から、SAK だより６０号、９月４日発行、本日の要綱説明会で各クラブへ配布。 
   ⑦要綱説明会スケジュールにについて 

        徳本総務本部長より、事務手続き要綱説明会当日のスケジュール、担当業務の説明があり、了

承された。 
      ⑧ＳＡＪ理事のＳＡＫ処遇について 
     金子事務局長より、前理事会の指摘事項であったＳＡＪ理事のＳＡＫでの処遇については、上
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部団体派遣役員推薦規程により、｢顧問｣に当たるとの報告があった。規程の解釈では妥当であり

問題なしと判断する。次回評議員会への報告事項とすることで了承された。 
 
 （２）審議事項 
   ①神奈川県スキー指導員会後援事業について（ＳＡＫツールのP201～P211 参照） 

徳本本部長より、神奈川県スキー指導員会よりＳＡＫツールの P２０１～P２１１の行事の後

援について、申し出があったので、同行事の後援を行いたいとの提案がなされ、承認された。 
 

４）その他 
   山田副会長より、五竜の観光協会より、五竜行事の際には参加者の宿泊先について報告がほしいと

の要望が出ているとの報告があり、緊急連絡先欄の追加という方向で検討することとした。 
 
 
 
 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記により署名する。 
 
   平成２２年 ９月 ２１日 
 
 
                    議    長                 印 
 
 
 
                    議事録署名人                 印 
 
 
 
                    議事録署名人                 印 


